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の大小二ケの Chamber連絡あちて，地下水温度 103'Cのものが入室し，之に約 150'Cの












月 E E 皿 V VI 四 vnr E X 宜 E 
爆褒回数型車化 8.6 12.3 12.5 9.5 4.0 -2.7 -8.6 -12.3 -12.5 -9.5 -4.0 
気歴書聖イb 1.3 -0.7 -2.1 -3.6 -3.7 -2.8 -1.3 0.7 2.5 3.6 
浅間火山の新噴火に就て年費化を調査し策塵饗化と比較すると
月 E E 皿 V 日 四 vnr" E 玄 E E 
6.5 6.6 4.8 1.8 -1.7 -4.7 -6.5 -6.6 -4.8 -1.8 -1.7 




月 n; E 皿 V 百 VlI 国 lX X E E 
1.4 1.8 1.7 1.2 0.5 -0.6 -1.4 -1.8 -1.7 1ー.2-0.4 
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測候所支所で爆音を聞いて記錯したものが 空4晶 トー斗- I I-4:1: 
ある。短時間のものであるから完全とは云
ひ得ないが，調和分析にかけてみると二月
守権7除ィ"基'1 l←ー"'--1 、，[_..-.，..j L20国， 
二十五日から三月三日までの空振饗化は
(第一二火口混合) 車I'l いrt~/i.~ 00 1.11 cos (t-252')十1.6cos (2/-8.6') + '01-
、 0的 cos(3/-96')十…，. ~ 6 困
第一火口爆音回数費化(2月25日から 3月6 (1) 昭和8年阿蘇の際の空銀及び主主歴重量化
(火山研究所)
日まで〉 (2) lKmの距離で聞いた爆普回数と然感





1.90 cos (t-2670)十3.35cts(2t-2481十6.6cos (31ー 351")+…・・
火山研究所に於ける集座襲化は






















3.94 cos (/-292.5.)+2.16 cos 





































(3) }ζHonda and T. Terada:. Publ. Earthq. Inv. Comm.， 22B (I906) ， 51. 
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